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の活動を、「実践コミュニティ」（Lave and Wenger, 1991=1993）の概念に照らして検討した。
結果、参加者に活力を与えるものとして、Ｓ会における「知」のやりとり、Ｓ会における


























もとづいて演じられる「意思決定」と呼ぶべきものである（Beck, Giddens and Lash 
1994=1997）。であるなら、協力者たちの「選択」も「意思決定」と呼ぶことができよう。 
Giddens が指摘するとおり、「意思決定」であるところの「選択」には、つねに権力の問
題がからむ（Beck, Giddens and Lash 1994=1997）。コストがかさむ＜補完代替医療＞の利用
という協力者たちの「意思決定」にも、同様に権力の問題がからむ。そうした彼らの行動
の検討に意義を見出すには、Ｈさんのライフストーリーが不可欠だった。 
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